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一般社団法人 飛騨・高山観光コンベンション協会
〒506-0011 岐阜県高山市本町1丁目2番地

0577-36-1011 http://www.hidatakayama.or.jp

荒城神社（国指定重要文化財）
神社の創建は古く本殿は室町初期の三間社流造り、柿板葺き。１３9０年
に再建され現在の姿へ。毎年9月7日の例祭には、神事鉦打・獅子舞（県
指定重要無形文化財）が奉納される。

安国寺経蔵（国宝）
数少ない国宝経蔵（法隆寺経蔵、唐招提寺経蔵、安国寺経蔵）のひと
つ。1408年に建立された唐様素木造りの建物で、経蔵内の経本を納め
た八角形の輪蔵は回転式のものとしては日本最古。
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長い歴史と、自然に囲まれた飛騨高山。
「人々」「自然」「文化」が共生する様は、現在の日本や世界に大きなヒントを与えてくれます。飛騨高山で生活する人々＝飛騨人
（HIDABITO）を起点に過去、現在、未来を紹介するライフポータルサイト「HIDABITO.jp」をご覧ください。
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